
１ 単元名 「平面図形の面積」 

２ 本時のねらい 

・三角形の性質に着目し、面積の求め方を考え、説明することができる。【思考・判断・表現】 

・三角形の面積の求め方について、多面的に捉え検討し、生活や学習に活用しようとしている。【主体的に学

習に取り組む態度】 

３ 本時の展開 

 主な学習活動 教師の主な働きかけ 〇指導上の留意点 

◆評価（方法） 

 

導

入 

〇問題の提示 

 

 

 

 

 

・前時までの平行四辺形の面積を求めるための考え方

を想起する。 

・既習の図形に変形することで、面積を求めることがで

きるという見通しをもつ。 

 

 

・問題を配付する。 

 

 

 

 

 

・前時までの学習内容の

記録により、面積の求

め方を感覚的に捉えさ

せる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇端末のフォルダに

ある平行四辺形の

面積を求めるため

の考え方の記録を

確認する。 

 

展

開 

〇 個人思考 

 ・端末上で図形作成機能を使い、図に書き込んだり、

図を動かしたりするなど、操作活動を行う。 

 ・考えがまとまったら、画面をスクリーンショットで

共有フォルダに保存し、別の求め方を考える。 

 

 

 

 

 

 

〇 グループ交流、全体解決 

・正しい面積を確認し、いくつの考え方があるかグル

ープで明確にする。 

・それぞれの考え方が、どのような式で表すことがで

きるのか確認する。 

・平行四辺形の面積を求めるための考え方と、似てい

る点と異なる点を確認する。 

 

〇 適用問題を解く 

 ・三角形の面積の求め方を示した図と式を結び付ける

問題に取り組み、ペアで確認する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・グループ交流は、いく

つの考え方があるのか

協働的に確認させると

ともに、必要に応じて

他者の考え方を個別に

理解する場として設定

する。 

・全体交流において、倍

積変形の考え方に着目

させ、考え方が正しい

理由を交流させる。 

・適用問題の考え方をペ

アで説明させる。 

〇個人思考の途中、必

要に応じて全体で

確認する場を設定

する。 

 

 

 

 

 

 

 

◆三角形の面積の求め

方を求積可能な図

形の面積の求め方

を基に考え、説明し

ている。【思考・判

断・表現】（行動観

察、ノート） 

 

終

末 

〇 まとめ（問題解決の振り返り） 

・問題解決の過程を振り返り、三角形の面積を求める

ための考え方のポイントを自分の言葉でノートに

整理する。 

 

 

 

 

〇 Forms を活用した確認問題、ノートに記述する確認

問題に取り組む。 

・確認問題に取り組む。 

・ノートに整理した内容

をペアで交流する。 

 

・児童が整理したポイン

トを基に、まとめとし

て板書する。 

 

・目標に到達しない児童

を把握し、個別に指導

する。 

 

 

 

◆求積可能な図形に帰

着させて考えるよ

さに気付き、三角形

の面積を求めよう

としている。【主体

的に学習に取り組む

態度】（確認問題） 

問題 
三角形ＡＢＣの面積は何㎠ですか。 

 課題 図を切ったり、動かしたりして三角形の面積を求める方法を説明しよう。 

【まとめ】 
・三角形の形の特徴に着目する。 
・長方形や平行四辺形などの既習の形に変形する。 
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